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1. まえがき 

ウェアラブルカメラ等, 広角レンズを用いて撮影された

動画像には, 樽型歪曲収差を持つという特徴がある. 主要な

圧縮技術の一つである平行移動型のフレーム間動き補償は, 

歪みを持つ動画像には有効でないと考えられる. 

歪みを補正したフレーム間で動き補償を行うことにより

高い圧縮率が期待できる. したがって本稿では, 歪みを補正

したフレームに対してブロックマッチング法を用いて動き

補償を行う手法について検討する.  

2. 歪み補正 

樽型歪曲収差を持つ画像上の点(     )は, 歪曲前画像上

の点(   )を用いて式(1)のように表される[1]. 

  =
 

1 + 𝑘( 2 +  2)
 

(1) 
  =

 

1 + 𝑘( 2 +  2)
 

 ここで, 𝑘は歪みパラメータを表す. 本稿では式(1)に従い

補正を行う際,  画素の補間法として bicubic 法, lanczos3 法, 

lanczos4法を用いる. 

3. 実験・考察 

歪みを補正したフレーム間で動き補償を行うには, 樽型

歪曲収差を持つ画像に対して歪みを補正する処理(step1), 及

び補正された画像に対して再度歪みをかける処理(step2)が

必要となる. この歪み補正及びその逆処理には補間処理を

伴う. その結果, 動き補償に画質劣化を伴う. そこで歪み補

正に伴う画質劣化を定量化することを目的とし, 各 step で

画素の補間法を変えた場合, 処理の前後で画像の性能にど

の程度差が出るのかを PSNR値で比較検証する. なお, 補間

法として各 stepについて bicubic法, lanczos3法, lanczos4法

の 3種を使用した. 概略を図 1に, 実験結果を表 1に示す. 

表 1より step1, step2共に lanczos4法を用いた場合, 共に

bicubic 法を用いた場合に比べて 7.05dB 改善されることが

わかる. しかし, bicubic法でも 42.57dBが確保できている. 

また, 2枚の連続する樽型歪曲収差を持つ画像に対してブ

ロックマッチングを行った場合と,歪み補正した画像間でブ

ロックマッチングを行った場合とで生成される予測画像の 

 

図 1 概略図 

予測誤差を比較した. ブロックサイズを   から     ま

で変化させたときの予測誤差を図 2に示す. なお, 歪み補正

の際の画素補間には bicubic法を使用した. 

実験で使用する画像(1    1   画素)はいずれも GoPro 

Hero 3+ Blackで撮影したものである. 

図 2 より, 歪み補正を行ったときの方が歪み補正を行わ

なかったときに比べて大きいブロックサイズでの予測誤差

が小さくなっていることが確認できる. 

 

表 1 補間の組み合わせに対する PSNR値 

 
step1 

bicubic lanczos3 lanczos4 

step2 

bicubic 42.57 43.93 45.00 

lanczos3 44.00 48.25 49.37 

lanczos4 44.78 48.67 49.62 

 

図 2 予測誤差 

4. まとめ 

本稿では, 歪み補正の際の画素補間法として bicubic 法が

十分有効であることを確認した. また, 樽型歪曲収差を持つ

2 画像に対して歪み補正を施してからブロックマッチング

を行うことで, 大きいブロックで予測画像を生成した際に

予測誤差が減少することを確認し, 樽型歪曲収差を持つ動

画像に対して歪み補正付き動き補償が有効であることを示

した.  
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